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社名のトマトは，トマトを事業の柱に育てていこうという
先人の意欲の表れであり，現在，トマトジュース，なめ茸，
トマト加工品の3本柱に資源を集中して経営を進めている．
創業以来一貫して守ってきた「品質」の他，4つの質を磨
きあげていき，利便性を提供する企業へ進化していく．

………………………… 株式会社ナガノトマト

近年の北海道の気象経過とスイートコーン
生育状況

近年「記録的」と称される極端な気象現象が毎年のように
起こっている．国内で農産物原料を調達する場合，年ごと
に入手可能な原料数量はその年の気象状況によって左右さ
れる．本稿では，2008年以降10年間の気象経過とともに，
スイートコーンの生育の早晩，障害発生状況，収穫物の性
状等を解説し，併せて2018年の生育経過等を紹介する．
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表紙カット　㈱日本出版制作センター
レイアウト　澄田　静

缶詰，びん詰，レトルト食品のそのいずれかにちなんで，
手元の捕物控＝取材メモからさまざまな話題を語る．食品
に限らず，連想のままに話題を広げ，食品メーカーの開発
や広報・営業担当者の発想に役立てば幸いとの思いを込め
たつくりとなっている．

14宇佐美昇三………………………………………

続・琴川渉捕物控（全11回）
　第７回　それは誤解で始まった
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缶詰見聞・体感録　第92号

取説と新橋と焼きそばの話
黒川勇人
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缶詰，びん詰，レトルト食品生産数量

45………………………………………………………　（2018年１～６月期１次集計分速報）

2018年1～6月期の缶びん詰生産は92万トン（14,377万
箱．実箱）で，前年対比91.5％となっている．内訳は，丸缶
89万トン，13,848万箱（飲料を除いた丸缶では8.1万トン，
1,084万箱），大缶1.2万トン，67万箱，びん詰2.1万トン，
462万箱となっている．レトルト食品の生産は，15.1万トン
（2,294万箱）で前年対比101.6％となっている．


